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　ヒポクラテスの時代から解熱剤が利用されるようになった19世紀半ばまでの約2000年間、感染
した時に熱が出るのは体にとって有益な兆候とみられていました。発熱は感染したウイルスの
排除に重要な役割を持っています。

　インフルエンザにかかったら、鼻やのどの粘膜で増殖するウイルスに対し、人の身体は発熱と
ともに免疫作用、抗ウイルス作用のあるインターフェロンなどのサイトカインを出してやっつけ
ます。
　つまり、熱がピークに達した頃は、身体のウイルスは減り始めているのです。
そんな状態のときに、非ステロイド抗炎症系解熱剤（NSAIDｓ）アスピリン、インドメタシンなど
で体温を下げてしまうと、逆にウイルスが増殖しやすい環境を作ってしまうことになるのです。
本当は、インフルエンザにかかったときは安静が一番の療養なのです。

　どうしてもお仕事の関係で熱を下げたいときは、アセトアミノフェンという薬剤のみが、熱を
下げてもウイルスを増やさないというデーターが出ています。
安全性の高い薬剤ですので、覚えておかれたら良いと思います。　

　

　　　　　　　　 　　　　連　載

 第十八回

４）サーモグラフィ

　サーモグラフィは物体の表面の温度の分布を表現し、乳癌を診断します。
乳癌は代謝の程度が高く、高温であり、その直上の皮膚温度が高くなることを
利用したものです。空港などで新型インフルエンザの検疫で体温を測る機械が
よくテレビにでますが、その精密なものです。診断率はマンモグラフィーや
エコーに比べて低いですが、悪性の予後不良の乳癌を検出できるといわれて
います。

５）乳頭異常分泌の細胞診、乳管造影法と乳管鏡検査

　乳頭異常分泌（乳管口から授乳時以外に分泌物がでること）、とくに乳頭
出血がある場合には、その乳管内に乳頭腫などの良性腫瘍や癌があることが
あります。まず、分泌物の細胞診と潜血反応を行います。腫瘍の疑いが強い
場合には、乳管造影を行います。これは異常分泌のある乳管口から少量の造影
剤を注入して、マンモグラフィーを行い、腫瘍の位置、性状を確認します。
　乳管鏡（乳管内視鏡）検査は乳管口から小口径のファイバースコープを挿入
し、乳管内を観察、腫瘍病変の生検を行います。

６）穿刺細胞診

　腫瘍に直接、細い注射針（２１－２２ Ｇ）を刺して、腫瘍の組織を吸引し、
採取し、スライドグラスの上に吹き付けて、固定液で固定します。これらを
染色、検鏡して悪性であるか否かを診断します。小さな腫瘍や石灰化のみの
場合には、超音波のガイドの下に穿刺を行うことにより、より正確に腫瘍組織
を採取できる可能性があります。
　穿刺細胞診の際に注意すべきは、癌細胞が陽性の場合は確認ぢえますが、
陽性の判定が困難であることがあります。また、陰性、擬陽性の時には、腫瘍
細胞が十分に採取できない、腫瘍の性格（癌細胞が少ない、異型の弱い細胞の
存在）などの理由で、癌の存在を完全に否定できない（擬陰性）ことがおこり
ます。

　あけましておめでとうございます。平成22年が始まりました。
及川病院はこの地で診療を始めてから3月でまる40年が過ぎ、新しく41年目がスタート
します。年の初めに気持ちを新たにすると同時に、今年は当院の新しい1歩になるよう
精進していきたいと思っています。
　昨年は政権交代が起こり、医療制度も与党の公約通りなら変ってゆくでしょう。
病院もそういう制度の上に成り立っていますので無視はできません。しかしどのように
制度が変わっていっても、患者さまが抱えられる悩みや疾病はそのままの形で続いて
いきます。私たちは立ち止まるわけにはいきません。変わっていくとしたら、私たちが
さらに豊富な知識と技術を身に付け、常に高度で優しい医療の提供を目指してゆくこと
だと考えます。
　昨年は乳がん看護認定医看護師を誕生させました。今後も緩和ケアや化学療法など当院
の診療の根幹となる分野でのスペシャリストの育成に力を注いで
いく所存です。また診療は医師と看護師だけで行えるものでも
ありません。多職種の力をひとつにして初めて患者さまへの
医療の提供ができるものです。そのことを念頭に今年も努力
してまいります。
　今年一年が皆様にとって幸せ多き年でありますように。
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新年あけましておめでとうございます。
昔から私たちは「年頭」に「一年の計」というその年の目標というか心構えというか、そのようなもの
を立ててきました。平素の一日とどこが違うのかと言われればそれまでですが、12月31日で一区切りし
新しい始まりを迎えるというのは、持ち越したくないものをどこかに捨てる生活の知恵だと言えなくも
ないと思っています。紅白歌合戦も競馬の有馬記念もその年の総仕上げで、「さあ新しい一歩へ」とい
う気持ちになるから不思議です。人間はそうやって自分自身で心のリセットしているから、難しい世の
中も生きていけるのでしょう。
去年も未知のウイルスに振り回され、その中でもオリンピックの感動を受け取れた、良いことも悪いこ
ともごちゃまぜに訪れた一年でした。しかしもうそれは過去のこと。新しい一年が始まりました。私は
若い世代への橋渡しをしながら専門分野に取り組んでいく所存です。
みなさんは何を「一年の計」に立てられましたか？

及川病院　広報誌

 5回にわたってお話してきた遺伝性乳がん・卵巣がん症候群（Hereditary Breast and 
Ovarian Cancer Syndrome: HBOC）のお話も今回で最後になります。今回は若干基礎研
究的なお話し、なぜHBOCでがんの発生率が高くなるのかについてのお話です。
 遺伝性乳がんについて（その１）でも少し触れましたが、HBOCの原因遺伝子である
BRCA1, BRCA2から作られるBRCA1, BRCA2タンパク質は、DNA修復機能をつかさどってい
ます。我々は生活する中で、体の細胞のDNAに傷を受けます。紫外線や化学物質、乳腺
細胞であれば継続的な女性ホルモンによる刺激などが原因となります。DNAの傷をその
まま放置しておくと細胞が死に至ったり、がん化してしまうため、我々の体にはDNA修
復機構が備わっており、その主役がBRCA1, BRCA2タンパク質なのです。HBOCの方は生
まれつきBRCA1またはBRCA2遺伝子に病的変異を持っているため、DNA修復機構の働きが
約半分程度に落ちています。そのため、細胞のDNAの傷が修復できずに積み重なってし
まい、発がんしやすくなるというメカニズムが考えられています。なんとなく納得の
いく話だと思いますが、まだまだ分からないこともいっぱいあります。生まれついて
の変異なので、DNA修復機構の欠損は全身の細胞でみられるはずです。しかし、HBOCの
方で発がん率が上がるのは乳がん、卵巣がん、すい臓がん、前立腺がんなどの一部の
がんに限られており、肺がんや大腸がん等のがんの発生率は一般とほとんど変わりま
せん。これは家族性腫瘍の臓器特異性と言われ、なぜこの様な臓器特異性が起こるの
かについては現在でもはっきりわかっていないのです。おそらく、女性ホルモンが何
らかの形でかかわっているのだと考えられます。しかし、トリプルネガティブ乳がん
の割合が高い、BRCA1に変異をもつHBOCの方についても、予防的な内分泌療法（タモキ
シフェン内服など）で乳がんの発がんが約半分になることが分かっており、非常に興
味深いところです。HBOCの臓器特異性のメカニズムを解明出来たら、HBOCの発がん予
防や発がん後の治療に大きく役立つため、世界中の研究機関で基礎研究が行われてお
ります。及川病院も長崎大学との共同研究としてこのテーマに取り組んでおりますの
で、ご協力いただけますと幸いに存じます。将来的には、HBOCと診断されたら完璧に
予防、根治できる様になると良いですね。



＜学会・認定＞
日本外科学会専門医
日本乳癌学会専門医

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   
　2021年はコロナ禍で日本中のがん検診率が下がる中、がんの専門
病院として今出来ることを考え、がんに関わる啓発活動を行ってき
ました。3月は若者が社会に巣立つ時期にAYA世代（15～39歳）のが
ん患者を支援する「AYA Week 2021」へ参画しました。5月は及川病
院独自で「母の日キャンペーン」として、“あなたの大切な人に、
いつまでも健康でいてほしい気持ちを伝えよう”をコンセプトに、
当院の乳がん検診に来られた方に、乳がん検診を広めていただく取
り組みを行いました。10月は「ピンクリボン月間」として活動内容
は先に述べた通りです。そしてこの3グループの活動報告会を12月
に行いました。日頃一緒に仕事をしないスタッフとも時間調整をし
ながら活動し、職員ひとり一人が自分が出来ることを協力しあって
取り組んだ内容でした。大規模イベントではありませんが、このよ
うな取り組みで一人でも多くの方が早期に乳がん検診を受けたり、
がん患者さんの理解・支援に繋がっていくことを願います。
　さて、2022年はがんに関わる啓発活動に「オレンジバルーン」のグループを加えて4グ
ループで取り組みます。これは、がんと診断された時から始まる緩和ケアの正しい知識を
普及啓発する全国的な活動で、10月に行われるものです。今年も及川病院からお知らせを
お届けすると思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。

　今年度ピンクリボンチームは総勢29名で活動を行いまし
た。キャッチフレーズを『今の行動で未来が変わる　受け
よう乳がん検診』とし、インスタグラムでの広報、企業へ
の関わり、日曜検診・JMS（ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰｻﾝﾃﾞｰ）の参
加を主な活動内容として取り組みました。インスタグラム
では病院の紹介や、検診料金の案内、地域のお店の紹介な
どをアップしました。患者様からの反響もあり、とても嬉しかったです。企業への関わり
は、当院の委託企業の職員の方を対象としたレクチャーを行いました。レクチャーに使用
した冊子も職員で作成し、参加された方からは、今月からセルフチェックしてみようと思
ったなどの声がありました。日曜検診は12名、JMSは8名の方に受診していただき、検診後
には乳がんに関するクイズや自己検診の方法を説明しました。
　コロナ禍で、例年行ってきた街頭活動など大規模のイベントは行えませんでしたが、今
年度初めてイルミネーションの設置やSNSでの情報発信などを行いました。
参加した職員が様々な意見を出し合い、より良い活動が行えたのではないかと思います。
地域のお店の方々にも日曜検診のポスターやティッシュを置いて頂きました。
ご協力ありがとうございました。また来年、様々な企画で活動が行えたらと思います。

　昨年はコロナ禍により開催出来ませんでしたが、12月25日及川病院恒例行事であ
るクリスマス会が緩和ケア病棟にて行われました。
稲光医師サンタからのクリスマスプレゼントや、スタッフによる渾身のハンドベル
演奏、栄養科からのクリスマスデザートなど患者様、病院スタッフ一同楽しいひと
時を過ごすことが出来ました。
　一年はあっという間に過ぎてしまいますが、今年も及川病院緩和ケア病棟では一
つ一つの季節行事を大切にこれからもみなさまと過ごしていきたいと思います。

クリスマス会2021

　コロナ禍以前は3Ｆ談話室で患者様同士、談笑しながらワインを楽しんで頂いていた”ボ
ジョレの夕べ“。しかし、2020年からは感染対策として患者様にワインを取りに来て頂き
自室で飲食するというスタイルに変更しました。今回も多くの方に足を運んでいただき、
「入院中にボジョレが飲めるとは思わなかった」「美味しそうだから飲んでみようかな」
とイベントを楽しんで頂けたようでした。
談話室には可愛いクリスマスツリーが飾られ、光庭ではイルミネーションが点灯し照明を
少し落とすとより一層キラキラと輝いてとても綺麗でした。ある患者様は「これを見なが
らワインが飲めたらね」と少し残念そうでしたが、ソファーに座って
ゆっくりとイルミネーションを眺めた後、自室に戻られワインを楽し
んでいらっしゃいました。ワインの他にマスカットティー
もご用意していましたが、こちらも「この紅茶のフレーバ
ーは何ですか？美味しい」と皆様にご好評いただきました。
 4Ｆ緩和ケア病棟では夕食のお膳にワイン又はマスカット
ティーを添えて配膳しました。今年はワインを希望される
方が多く、いつもとは少し違った夕食を楽しんで頂けたよ
うでした。

ボジョレの夕べ2021

乳がん検診のネット予約ができることはご存じですか？？？

乳がん検診を受けたい方はネットからの予約も可能です。
当院を受診されたことがある方は診察券をご準備の上、ＱＲコードにてサイト
にアクセスしてください。まだ当院を受診されたことが無い方も、ネット予約
が可能ですので是非ご利用ください。
※市の検診や無料クーポンご利用の方もネット予約が可能です。
ただし、症状がある方はお電話にてご予約をお願い致します。

ピンクリボンチーム活動報告

がんに関わる啓発活動の報告会



＜学会・認定＞
日本外科学会専門医
日本乳癌学会専門医

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   
　2021年はコロナ禍で日本中のがん検診率が下がる中、がんの専門
病院として今出来ることを考え、がんに関わる啓発活動を行ってき
ました。3月は若者が社会に巣立つ時期にAYA世代（15～39歳）のが
ん患者を支援する「AYA Week 2021」へ参画しました。5月は及川病
院独自で「母の日キャンペーン」として、“あなたの大切な人に、
いつまでも健康でいてほしい気持ちを伝えよう”をコンセプトに、
当院の乳がん検診に来られた方に、乳がん検診を広めていただく取
り組みを行いました。10月は「ピンクリボン月間」として活動内容
は先に述べた通りです。そしてこの3グループの活動報告会を12月
に行いました。日頃一緒に仕事をしないスタッフとも時間調整をし
ながら活動し、職員ひとり一人が自分が出来ることを協力しあって
取り組んだ内容でした。大規模イベントではありませんが、このよ
うな取り組みで一人でも多くの方が早期に乳がん検診を受けたり、
がん患者さんの理解・支援に繋がっていくことを願います。
　さて、2022年はがんに関わる啓発活動に「オレンジバルーン」のグループを加えて4グ
ループで取り組みます。これは、がんと診断された時から始まる緩和ケアの正しい知識を
普及啓発する全国的な活動で、10月に行われるものです。今年も及川病院からお知らせを
お届けすると思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。

　今年度ピンクリボンチームは総勢29名で活動を行いまし
た。キャッチフレーズを『今の行動で未来が変わる　受け
よう乳がん検診』とし、インスタグラムでの広報、企業へ
の関わり、日曜検診・JMS（ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰｻﾝﾃﾞｰ）の参
加を主な活動内容として取り組みました。インスタグラム
では病院の紹介や、検診料金の案内、地域のお店の紹介な
どをアップしました。患者様からの反響もあり、とても嬉しかったです。企業への関わり
は、当院の委託企業の職員の方を対象としたレクチャーを行いました。レクチャーに使用
した冊子も職員で作成し、参加された方からは、今月からセルフチェックしてみようと思
ったなどの声がありました。日曜検診は12名、JMSは8名の方に受診していただき、検診後
には乳がんに関するクイズや自己検診の方法を説明しました。
　コロナ禍で、例年行ってきた街頭活動など大規模のイベントは行えませんでしたが、今
年度初めてイルミネーションの設置やSNSでの情報発信などを行いました。
参加した職員が様々な意見を出し合い、より良い活動が行えたのではないかと思います。
地域のお店の方々にも日曜検診のポスターやティッシュを置いて頂きました。
ご協力ありがとうございました。また来年、様々な企画で活動が行えたらと思います。

　昨年はコロナ禍により開催出来ませんでしたが、12月25日及川病院恒例行事であ
るクリスマス会が緩和ケア病棟にて行われました。
稲光医師サンタからのクリスマスプレゼントや、スタッフによる渾身のハンドベル
演奏、栄養科からのクリスマスデザートなど患者様、病院スタッフ一同楽しいひと
時を過ごすことが出来ました。
　一年はあっという間に過ぎてしまいますが、今年も及川病院緩和ケア病棟では一
つ一つの季節行事を大切にこれからもみなさまと過ごしていきたいと思います。

クリスマス会2021

　コロナ禍以前は3Ｆ談話室で患者様同士、談笑しながらワインを楽しんで頂いていた”ボ
ジョレの夕べ“。しかし、2020年からは感染対策として患者様にワインを取りに来て頂き
自室で飲食するというスタイルに変更しました。今回も多くの方に足を運んでいただき、
「入院中にボジョレが飲めるとは思わなかった」「美味しそうだから飲んでみようかな」
とイベントを楽しんで頂けたようでした。
談話室には可愛いクリスマスツリーが飾られ、光庭ではイルミネーションが点灯し照明を
少し落とすとより一層キラキラと輝いてとても綺麗でした。ある患者様は「これを見なが
らワインが飲めたらね」と少し残念そうでしたが、ソファーに座って
ゆっくりとイルミネーションを眺めた後、自室に戻られワインを楽し
んでいらっしゃいました。ワインの他にマスカットティー
もご用意していましたが、こちらも「この紅茶のフレーバ
ーは何ですか？美味しい」と皆様にご好評いただきました。
 4Ｆ緩和ケア病棟では夕食のお膳にワイン又はマスカット
ティーを添えて配膳しました。今年はワインを希望される
方が多く、いつもとは少し違った夕食を楽しんで頂けたよ
うでした。

ボジョレの夕べ2021

乳がん検診のネット予約ができることはご存じですか？？？

乳がん検診を受けたい方はネットからの予約も可能です。
当院を受診されたことがある方は診察券をご準備の上、ＱＲコードにてサイト
にアクセスしてください。まだ当院を受診されたことが無い方も、ネット予約
が可能ですので是非ご利用ください。
※市の検診や無料クーポンご利用の方もネット予約が可能です。
ただし、症状がある方はお電話にてご予約をお願い致します。

ピンクリボンチーム活動報告

がんに関わる啓発活動の報告会
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　ヒポクラテスの時代から解熱剤が利用されるようになった19世紀半ばまでの約2000年間、感染
した時に熱が出るのは体にとって有益な兆候とみられていました。発熱は感染したウイルスの
排除に重要な役割を持っています。

　インフルエンザにかかったら、鼻やのどの粘膜で増殖するウイルスに対し、人の身体は発熱と
ともに免疫作用、抗ウイルス作用のあるインターフェロンなどのサイトカインを出してやっつけ
ます。
　つまり、熱がピークに達した頃は、身体のウイルスは減り始めているのです。
そんな状態のときに、非ステロイド抗炎症系解熱剤（NSAIDｓ）アスピリン、インドメタシンなど
で体温を下げてしまうと、逆にウイルスが増殖しやすい環境を作ってしまうことになるのです。
本当は、インフルエンザにかかったときは安静が一番の療養なのです。

　どうしてもお仕事の関係で熱を下げたいときは、アセトアミノフェンという薬剤のみが、熱を
下げてもウイルスを増やさないというデーターが出ています。
安全性の高い薬剤ですので、覚えておかれたら良いと思います。　

　

　　　　　　　　 　　　　連　載

 第十八回

４）サーモグラフィ

　サーモグラフィは物体の表面の温度の分布を表現し、乳癌を診断します。
乳癌は代謝の程度が高く、高温であり、その直上の皮膚温度が高くなることを
利用したものです。空港などで新型インフルエンザの検疫で体温を測る機械が
よくテレビにでますが、その精密なものです。診断率はマンモグラフィーや
エコーに比べて低いですが、悪性の予後不良の乳癌を検出できるといわれて
います。

５）乳頭異常分泌の細胞診、乳管造影法と乳管鏡検査

　乳頭異常分泌（乳管口から授乳時以外に分泌物がでること）、とくに乳頭
出血がある場合には、その乳管内に乳頭腫などの良性腫瘍や癌があることが
あります。まず、分泌物の細胞診と潜血反応を行います。腫瘍の疑いが強い
場合には、乳管造影を行います。これは異常分泌のある乳管口から少量の造影
剤を注入して、マンモグラフィーを行い、腫瘍の位置、性状を確認します。
　乳管鏡（乳管内視鏡）検査は乳管口から小口径のファイバースコープを挿入
し、乳管内を観察、腫瘍病変の生検を行います。

６）穿刺細胞診

　腫瘍に直接、細い注射針（２１－２２ Ｇ）を刺して、腫瘍の組織を吸引し、
採取し、スライドグラスの上に吹き付けて、固定液で固定します。これらを
染色、検鏡して悪性であるか否かを診断します。小さな腫瘍や石灰化のみの
場合には、超音波のガイドの下に穿刺を行うことにより、より正確に腫瘍組織
を採取できる可能性があります。
　穿刺細胞診の際に注意すべきは、癌細胞が陽性の場合は確認ぢえますが、
陽性の判定が困難であることがあります。また、陰性、擬陽性の時には、腫瘍
細胞が十分に採取できない、腫瘍の性格（癌細胞が少ない、異型の弱い細胞の
存在）などの理由で、癌の存在を完全に否定できない（擬陰性）ことがおこり
ます。

　あけましておめでとうございます。平成22年が始まりました。
及川病院はこの地で診療を始めてから3月でまる40年が過ぎ、新しく41年目がスタート
します。年の初めに気持ちを新たにすると同時に、今年は当院の新しい1歩になるよう
精進していきたいと思っています。
　昨年は政権交代が起こり、医療制度も与党の公約通りなら変ってゆくでしょう。
病院もそういう制度の上に成り立っていますので無視はできません。しかしどのように
制度が変わっていっても、患者さまが抱えられる悩みや疾病はそのままの形で続いて
いきます。私たちは立ち止まるわけにはいきません。変わっていくとしたら、私たちが
さらに豊富な知識と技術を身に付け、常に高度で優しい医療の提供を目指してゆくこと
だと考えます。
　昨年は乳がん看護認定医看護師を誕生させました。今後も緩和ケアや化学療法など当院
の診療の根幹となる分野でのスペシャリストの育成に力を注いで
いく所存です。また診療は医師と看護師だけで行えるものでも
ありません。多職種の力をひとつにして初めて患者さまへの
医療の提供ができるものです。そのことを念頭に今年も努力
してまいります。
　今年一年が皆様にとって幸せ多き年でありますように。

No.48 2022年1月　発行

院 長

挨 拶

及川病院

六本松乳腺クリニック
福岡市中央区六本松4-2-2
［六本松421］2Fクリニックゾーン　〒810-0044
℡092-406-8172　Fax092-406-8182

＜診療時間＞
　9：00～ 17：00
＜休診日＞　
　木曜・日曜・祝日

医療法人にゅうわ会

及川病院
福岡市中央区平尾2-21-16　〒810-0014
℡092-522-5411　Fax092-522-6244

＜診療時間＞
　平日9：00～ 18：00
　土曜日9：00～ 17：00
＜休診日＞
　日曜・祝日

乳腺外科
緩和ケア内科

医療法人にゅうわ会

及川病院
福岡市中央区平尾2-21-16　〒810-0014
℡092-522-5411　Fax092-522-6244

＜診療時間＞
　平日9：00～ 18：00
　土曜日9：00～ 17：00
＜休診日＞
　日曜・祝日

及川病院

六本松乳腺クリニック
福岡市中央区六本松4-2-2
［六本松421］2Fクリニックゾーン　〒810-0044
℡092-406-8172　Fax092-406-8182

＜診療時間＞
　9：00～ 17：00
＜休診日＞　
　木曜・日曜・祝日

乳腺外科
緩和ケア内科

新年あけましておめでとうございます。
昔から私たちは「年頭」に「一年の計」というその年の目標というか心構えというか、そのようなもの
を立ててきました。平素の一日とどこが違うのかと言われればそれまでですが、12月31日で一区切りし
新しい始まりを迎えるというのは、持ち越したくないものをどこかに捨てる生活の知恵だと言えなくも
ないと思っています。紅白歌合戦も競馬の有馬記念もその年の総仕上げで、「さあ新しい一歩へ」とい
う気持ちになるから不思議です。人間はそうやって自分自身で心のリセットしているから、難しい世の
中も生きていけるのでしょう。
去年も未知のウイルスに振り回され、その中でもオリンピックの感動を受け取れた、良いことも悪いこ
ともごちゃまぜに訪れた一年でした。しかしもうそれは過去のこと。新しい一年が始まりました。私は
若い世代への橋渡しをしながら専門分野に取り組んでいく所存です。
みなさんは何を「一年の計」に立てられましたか？

及川病院　広報誌

 5回にわたってお話してきた遺伝性乳がん・卵巣がん症候群（Hereditary Breast and 
Ovarian Cancer Syndrome: HBOC）のお話も今回で最後になります。今回は若干基礎研
究的なお話し、なぜHBOCでがんの発生率が高くなるのかについてのお話です。
 遺伝性乳がんについて（その１）でも少し触れましたが、HBOCの原因遺伝子である
BRCA1, BRCA2から作られるBRCA1, BRCA2タンパク質は、DNA修復機能をつかさどってい
ます。我々は生活する中で、体の細胞のDNAに傷を受けます。紫外線や化学物質、乳腺
細胞であれば継続的な女性ホルモンによる刺激などが原因となります。DNAの傷をその
まま放置しておくと細胞が死に至ったり、がん化してしまうため、我々の体にはDNA修
復機構が備わっており、その主役がBRCA1, BRCA2タンパク質なのです。HBOCの方は生
まれつきBRCA1またはBRCA2遺伝子に病的変異を持っているため、DNA修復機構の働きが
約半分程度に落ちています。そのため、細胞のDNAの傷が修復できずに積み重なってし
まい、発がんしやすくなるというメカニズムが考えられています。なんとなく納得の
いく話だと思いますが、まだまだ分からないこともいっぱいあります。生まれついて
の変異なので、DNA修復機構の欠損は全身の細胞でみられるはずです。しかし、HBOCの
方で発がん率が上がるのは乳がん、卵巣がん、すい臓がん、前立腺がんなどの一部の
がんに限られており、肺がんや大腸がん等のがんの発生率は一般とほとんど変わりま
せん。これは家族性腫瘍の臓器特異性と言われ、なぜこの様な臓器特異性が起こるの
かについては現在でもはっきりわかっていないのです。おそらく、女性ホルモンが何
らかの形でかかわっているのだと考えられます。しかし、トリプルネガティブ乳がん
の割合が高い、BRCA1に変異をもつHBOCの方についても、予防的な内分泌療法（タモキ
シフェン内服など）で乳がんの発がんが約半分になることが分かっており、非常に興
味深いところです。HBOCの臓器特異性のメカニズムを解明出来たら、HBOCの発がん予
防や発がん後の治療に大きく役立つため、世界中の研究機関で基礎研究が行われてお
ります。及川病院も長崎大学との共同研究としてこのテーマに取り組んでおりますの
で、ご協力いただけますと幸いに存じます。将来的には、HBOCと診断されたら完璧に
予防、根治できる様になると良いですね。


